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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を出力するディスプレイと、
　音声を出力するスピーカと、
　視聴者を撮像するカメラと、
　前記カメラで撮像した映像を処理して、前記視聴者の顔、及び前記視聴者の瞼の開／閉
を検出して、この検出信号を出力するプロセッサと、
　前記プロセッサからの検出信号に基づいて、映像出力および音声出力の少なくとも何れ
か一方を制御する制御部とを有し、
　前記プロセッサは、前記視聴者の顔を検出できない時間が第１の時間以上続いた場合に
第１の検出信号を前記制御部に出力し、前記第１の時間の範囲内に前記視聴者の顔を検出
できた場合でも、前記瞼を開いた状態を検出できない時間が前記第１の時間よりも短い第
２の時間以上続いた場合に第２の検出信号を前記制御部に出力し、前記瞼を開いた状態を
検出できない時間が前記第１の時間以上続いた場合に前記第１の検出信号を前記制御部に
出力し、
　前記制御部は、前記第１の検出信号に基づいて、前記映像出力と前記音声出力の双方を
停止するように制御し、前記第２の検出信号に基づいて、前記映像出力のみを停止するよ
うに制御することを特徴とするテレビジョン受像機。
【請求項２】
　請求項１記載のテレビジョン受像機において、



(2) JP 5002546 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

　前記制御部は、前記第２の検出信号に基づいて、前記音声出力の音量を下げた状態に制
御することを特徴とするテレビジョン受像機。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２の何れか一項に記載のテレビジョン受像機において、
　前記ディスプレイは、液晶ディスプレイまたはプラズマディスプレイからなることを特
徴とするテレビジョン受像機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン受像機に関し、特に、省エネルギモードを備えたテレビジョン
受像機に適用して有効な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明者が検討したところによれば、省エネルギモード（以下、省エネモードと記載す
る）を備えたテレビジョン受像機（以下、テレビと記載する）に関しては、例えば特許文
献１に記載される技術などがある。この特許文献１には、人感センサをテレビの前面に付
け、視聴者の不在を検知したときに、まず映像出力を停止し、さらに所定時間後に音声出
力も停止する省電力モードを備えた技術が記載されている。
【特許文献１】特開２００６－２５３９８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、前記特許文献１に記載の技術では、人感センサでテレビの前に人がいるかい
ないかを検出しているため、テレビの前の人が寝てしまったときに、人がいると判断して
テレビはついたままである。これは、省エネ化の点からエネルギの無駄遣いである。
【０００４】
　また、メニュー設定で、お休みタイマが付いているテレビでは、タイマの設定時間が来
ても、起きて見ていた場合は、再度、電源をオンにしてタイマを設定する必要があり、面
倒である。逆に、タイマの設定時間を長くとっておき、その前に寝てしまった場合には、
しばらくの間、テレビがつき続けてエネルギの無駄である。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、顔認識および瞼開閉検出機能を付加して、より一層の節電効
果を得ることができるテレビを提供することにある。
【０００６】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面か
ら明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、次のと
おりである。
【０００８】
　すなわち、代表的なものの概要は、テレビに、視聴者を撮像するカメラと、このカメラ
で撮像した映像を処理して、視聴者の顔、瞼の開／閉を検出するプロセッサを付けて、テ
レビを視聴している人の顔を検出して、その人の瞼が閉じているか、開いているかを検出
する。人の顔が検出できない時間が一定時間続いた後に映像出力、音声出力を停止する。
また、人の顔が検出されたときでも、瞼の開／閉状態を見て、瞼の閉じている時間が一定
時間続いたら映像出力、音声出力を停止する。このように、テレビの映像出力、音声出力
を停止してテレビ電源を待機状態にすることで、省エネモードを実現する。
【発明の効果】
【０００９】
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　本願において開示される発明のうち、代表的なものによって得られる効果を簡単に説明
すれば以下のとおりである。
【００１０】
　すなわち、代表的なものによって得られる効果は、視聴者がテレビの前から離れた時、
および寝てしまった時に、自動でテレビの映像出力、音声出力を停止することによって節
電効果を得ることができる。さらに、視聴者に、お休みタイマなどの設定操作の手間を掛
けることがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施の形態であるテレビの使用状態を示す図である。
【００１３】
　テレビ１は、薄型パネル状の本体１１を有しており、本体１１の下側にはスタンド１２
が取り付けられている。この本体１１の前面には、映像を出力する液晶ディスプレイまた
はプラズマディスプレイからなるディスプレイ１３が取り付けられている。さらに、本体
１１の前面において、ディスプレイ１３の下方には、音声を出力するスピーカ１４が取り
付けられている。また、ディスプレイ１３の上方には、視聴者を撮像するカメラ１５が取
り付けられている。
【００１４】
　このテレビ１の使用状態では、視聴者である人３がテレビの前に位置して、ディスプレ
イ１３に表示された映像を見ながら、スピーカ１４から発声された音声を聞くことができ
る。
【００１５】
　図２は、本発明の一実施の形態であるテレビの機能ブロック構成を示す図である。
【００１６】
　テレビ１は、機能ブロックとして、主制御部１６、電源回路１７、チューナ部１８、映
像処理回路１９、ディスプレイ１３、音声処理回路２０、スピーカ１４、カメラ１５およ
び顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１からなるカメラ部２２などから構成される。
【００１７】
　主制御部１６は、ＭＰＵ（ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）からなり、テ
レビ全体の制御を司る部分である。この主制御部１６には、電源回路１７、チューナ部１
８、映像処理回路１９、音声処理回路２０、カメラ部２２の顔認識／瞼開閉検出処理プロ
セッサ２１が接続されている。
【００１８】
　電源回路１７は、外部から供給される電源から各機能ブロックに必要な電源を生成する
回路である。この電源回路１７で生成された電源において、例えば省エネモードでは主制
御部１６にのみ電源が供給され、主制御部１６のみが動作可能状態となる。この状態は、
映像出力、音声出力を停止した待機状態である。
【００１９】
　チューナ部１８は、図示しないアンテナに接続され、このアンテナを通じて外部から受
信した信号をチューニングする部分である。
【００２０】
　映像処理回路１９は、チューナ部１８によりチューニングした信号を処理し、映像信号
を生成する回路である。この映像処理回路１９は、本体１１の前面に取り付けられたディ
スプレイ１３に接続され、生成した映像信号がディスプレイ１３に送られる。この映像信
号を受けたディスプレイ１３では、映像信号に基づいた映像が表示される。
【００２１】
　音声処理回路２０は、チューナ部１８によりチューニングした信号を処理し、音声信号
を生成する回路である。この音声処理回路２０は、本体１１の前面に取り付けられたスピ
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ーカ１４に接続され、生成した音声信号がスピーカ１４に送られる。この音声信号を受け
たスピーカ１４では、音声信号に基づいた音声が発声される。
【００２２】
　カメラ部２２は、本体１１の前面に取り付けられたカメラ１５と、このカメラ１５に接
続されている顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１から構成され、顔認識／瞼開閉検出
処理プロセッサ２１は主制御部１６などに接続されている。カメラ１５は、テレビ１を視
聴している人３を撮像する手段である。顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１は、カメ
ラ１５で撮像した映像を処理して、視聴者の顔の位置とともに瞼の開／閉を検出して、こ
の検出信号を出力する処理手段である。
【００２３】
　このカメラ部２２の検出信号は、主制御部１６に送られる。主制御部１６は、顔認識／
瞼開閉検出処理プロセッサ２１から送られてきた検出信号に基づいて、映像出力および音
声出力の少なくとも何れか一方を制御する機能、つまり各機能ブロックの電源のオン／オ
フを制御する機能を有している。
【００２４】
　次に、カメラ１５による撮像から、顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１による映像
の処理、主制御部１６による映像出力および音声出力の停止制御までの流れを説明する。
【００２５】
　まず、カメラ１５は、テレビ１の前の視聴者である人３を撮像する。この撮像した映像
は、顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１に送られる。
【００２６】
　さらに、顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１は、カメラ１５から送られてきた映像
を処理して、以下のような手順で、人３の顔の位置を検出するとともに、その人３の瞼が
閉じているか、開いているかを検出して、検出信号を生成する。
【００２７】
　（１）人３の顔を検出できたか否かを判定する。
【００２８】
　（２）（１）の判定の結果、人３の顔を検出できた場合は、瞼が開いているか否かを判
定する。
【００２９】
　（３）（２）の判定の結果、瞼が開いている場合は、検出信号を活性化状態のままとす
る。この状態では、映像出力、音声出力を出し続ける必要がある。
【００３０】
　（４）（１）の判定の結果で人３の顔を検出できなかった場合、また、（２）の判定の
結果で瞼が開いていない場合（瞼が閉じている場合）は、一定時間（例えば３０分）続い
ているか否かを判定する。
【００３１】
　（５）（４）の判定の結果、一定時間続いていない場合は、検出を継続する。
【００３２】
　（６）（４）の判定の結果で一定時間続いている場合は、検出信号を不活性化状態にす
る。この状態では、映像出力、音声出力を停止する必要がある。
【００３３】
　このように、顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１は、人３の顔を検出できなかった
時間が一定時間続いた場合、また、人３の顔を検出できた場合でも、瞼が閉じている時間
が一定時間続いた場合には、検出信号を不活性化する。この不活性化された検出信号は、
主制御部１６に送られる。
【００３４】
　そして、主制御部１６は、顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ２１から送られてきた不
活性化された検出信号に基づいて、映像出力、音声出力を停止する。
【００３５】
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　以上のようにして、人３の顔が検出できない時間が一定時間続いた場合には、人３がテ
レビ１の前から離れたものと判断して、この一定時間続いた後に映像出力、音声出力を停
止する。また、人３の顔が検出されたときでも、瞼の開閉状態を見て、瞼の閉じている時
間が一定時間続いた場合には、寝てしまったものと判断して、同様に、この一定時間続い
た後に映像出力、音声出力を停止する。
【００３６】
　従って、本実施の形態のテレビ１によれば、カメラ１５と顔認識／瞼開閉検出処理プロ
セッサ２１を付けて、テレビ１を視聴している人３の顔の位置と瞼の開／閉を検出して、
人３の顔が検出できない時間が一定時間続いた後に映像出力、音声出力を停止し、また、
人３の顔が検出されたときでも、瞼の閉じている時間が一定時間続いたら映像出力、音声
出力を停止して待機状態にすることで、省エネモードを実現することができる。
【００３７】
　この結果、人３がテレビ１の前から離れた時、および寝てしまった時に、自動で映像出
力、音声出力を停止することによって節電効果を得ることができる。さらに、自動で映像
出力、音声出力を停止することができるので、視聴者に、お休みタイマなどの設定操作の
手間を掛けることがない。
【００３８】
　なお、本実施の形態では、人３の顔を検出できなかった場合と、瞼が閉じている場合の
判定のための一定時間を、同じ３０分の例で説明したが、それぞれ別の時間に設定するこ
とも可能である。
【００３９】
　例えば、人３の顔を検出できなかった場合の時間を３０分に設定して、それより短い１
５分に瞼が閉じている場合の時間を設定する例などが考えられる。この場合には、人３の
顔を検出できなかった時間が３０分以上続いた場合には映像出力、音声出力を停止し、ま
た、この３０分の時間内でも、瞼が閉じている時間が１５分以上続いた場合には映像出力
、音声出力を停止することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態のテレビ１によれば、映像出力、音声出力を停止にする場合に、デ
ィスプレイ１３による映像の出力、スピーカ１４による音声の出力を同時に停止するので
はなく、それぞれ独立に制御することも可能である。
【００４１】
　例えば、電源をオフにする時間を３０分に設定した場合に、まず瞼を閉じている時間が
５分続いたら、スピーカ１４による音声の出力のみを継続し、ディスプレイ１３による映
像の出力を停止する。この時間の範囲では音声が聞こえるので、寝る間際までにＢＧＭな
どの代わりとして聞くことができる。また、テレビ１から離れて映像が見えない位置にい
るときにも、音声のみを聞くことができる。この状態は、映像処理回路１９とディスプレ
イ１３への電源の供給を停止する（電源をオフする）ことで可能となる。また、このとき
の継続出力音声の音量を下げた状態に設定することもできる。
【００４２】
　そして、３０分過ぎても瞼を閉じている場合には、寝たものと判断できるので、スピー
カ１４による音声の出力も停止する。この状態は、映像処理回路１９とディスプレイ１３
に加えて、音声処理回路２０とスピーカ１４の電源もオフにすることで可能となる。最終
的に、主制御部１６のみが動作可能な待機状態にする。このように、ディスプレイ１３に
よる映像の出力、スピーカ１４による音声の出力も含めて、最終的に待機状態にするまで
を段階的に制御することも可能である。
【００４３】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能であることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
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【００４４】
　本発明のテレビは、液晶ディスプレイまたはプラズマディスプレイからなる省エネモー
ドを備えたテレビに適用して有効であり、さらにリアプロジェクションテレビなどにも利
用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施の形態であるテレビの使用状態を示す図である。
【図２】本発明の一実施の形態であるテレビの機能ブロック構成を示す図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１…テレビ、３…人、
　１１…本体、１２…スタンド、１３…ディスプレイ、１４…スピーカ、１５…カメラ、
１６…主制御部、１７…電源回路、１８…チューナ部、１９…映像処理回路、２０…音声
処理回路、２１…顔認識／瞼開閉検出処理プロセッサ、２２…カメラ部。

【図１】 【図２】



(7) JP 5002546 B2 2012.8.15

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－３５０５４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２２１９０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２４２７３３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／４４－５／６３　　　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　７／１６７－７／１７３
              Ｇ０９Ｇ　　　５／００－５／４０　
              Ｇ０６Ｆ　　　１／００－１／３２　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

